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ストックヤードの整備
１ 令和５年度 建設発生土発生見込み（R4.12時点）

 R5も県工事で例年同様100万m3以上、市町工事でも90万m3弱の土砂が発生する見込み。
 特に沼津・静岡・袋井土木事務所管内で発生量が多く、工事への影響が懸念される。

（R4.12調査）

平均 23.7万m3

計
87.7
101.5
189.2

注）12月時点での見込みの
ため、例年実績よりも小さめに
なっているものと思われる
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民間施設受入可能量

浜松土木事務所管内

袋井土木事務所管内

島田土木事務所管内

富士土木事務所管内

静岡土木事務所管内

沼津土木事務所管内

熱海土木
事務所管内

下田土木事務所管内

県営ストックヤード
(御殿場市内）

県営残土処分場
(下田市内）

県営残土処分場
(伊豆市内）

※R4.10時点の情報を反映（現在受入停止している施設有）

ストックヤードの整備
建設発生土受入施設位置図

(当課で把握する施設)
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ストックヤードの整備

２ 建設発生土と新材購入状況

 建設発生土の最終処分を行っている一方、盛土新材を相当量購入している現状がある。

購入土により盛土している分について、ストックヤードを活用すれば発生土に置き
換えられる余地がある



ストックヤードの整備

建設工事の計画・設計

掘削土量の削減

土砂の発生︕

現場内利用
（良質土、普通土︓そのまま利用）

（不良土︓改良）

ストックヤード
（良質土、普通土）

土質改良プラント
（不良土）

工事間流用等 残土処分場

START

利活用促進

適正処分

発生抑制

直接流用

工事現場外に搬出 （将来的にはゼロを目指す︕）

(不良土)→土質改良土

そのまま利用が可能な良質土、普
通土を一時的に仮置きし、その後
他の工事現場へ搬出して再利用す
るための施設

ストックヤードとは︖

３ ストックヤードとは
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ストックヤードの整備
４ ストックヤードの種類

・多数の工事が土の搬出先・搬入先とし
て活用するストックヤード

・面整備や大規模事業等で２~３年後に
着手する予定の盛土工事用に予め土を搬
入する区域を活用したストックヤード。

中継地型ストックヤード 先行盛土型ストックヤード

工事

工事

工事

工事

搬出

搬出 搬入

搬入

ストック
ヤード

工事

工事

搬出

搬出

２~３年度

ストック
ヤード

盛土
工事着手

・土の利用調整を目的としているので、搬入・
搬出等の計画的運営ルールのもと搬入・搬出
の自由度が高い。

・受入側工事の工程、進捗に影響される。

・計画的な土砂搬入が担保されれば受入側工
事側としてもメリット大。

県内各地域での確保を目指す 今後土地利用事業と連携し確保を図る
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ストックヤードの整備

ストックヤードの効果

・時間的制約の解消
・土質条件適合化
・搬出搬入条件の解消
・調整手間の解消
・実績数量の把握

・発生土利活用推進
・コスト縮減
・環境負荷低減
・循環型社会構築
・健全な企業経営
・不法盛土対策

計画的かつ
自由度が高い

現場運営の実現
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ストックヤードの整備

項 目 内 容

 ストックヤードの整備計画策定
・各地域における候補地調査・選定
・管理運営手法の検討、概略設計

 モデル事業の実施
・東・中・西部の３箇所にストックヤード設置
・設置したストックヤードを運営
・管理運営手法や利活用への効果を検証

 利用調整システム検討
・搬出・受入れの利用調整を行うためのシステ
ム検討

５ 令和５年度の取組

【R5スケジュール】

項 目 １Q ２Q ３Q ４Q

ストックヤードの整備計画策定

モデル事業の実施（３箇所程度）

利用調整システム検討



ストックヤードの整備

• ストックヤード用地は公共用地等を想定、施設整備は県、管理運営は民間団体が主体となって行うことを想定
• 民間団体としては、各地区建設業協会や地域の建設業者による組合等を想定
• ストックヤードの管理運営費は、将来的に利用料収入により賄う
• 搬出・受入れの利用調整はシステムを活用して前年度に行う

県内国機関

静岡県

県内市町

民間

搬出事業者 受入事業者

官民連携型
ストックヤード

受入調整 持出調整

受
入
料

持
出
料

民間団体運営

静岡県交通基盤部

委託
(当面の間)

搬出計画提出
（前年度に）

受入計画提出
（前年度に）

工事受注者

搬
入

搬
出

請負契約請負契約

県内国機関

静岡県

県内市町

民間

静岡県建設発生土マッチングシステムによる情報交換

６ 官民連携ストックヤードの想定スキーム

利用調整システム活用

9

10

ストックヤードの整備
７ 利用調整システムとは

 東京都や茨城県などの先進県では、建設発生土の搬出、受入れ情報の調
査（土量調査）を、利用調整システムを用いて前年度のうちに実施しており
、工事発注時には調整を踏まえた搬出先（搬入元）を明示し、円滑な工事
執行が図られている。

 本県でも同様なシステムの導入を検討していく。

 利用調整システムによる調整  計画的な搬出、受入れ情報の把握と工事発注

発注者

受入側

発注者 発注者 発注者

受入側 ストック土搬出側

①施設情報

②搬出・搬入希望

④搬出・搬入希望

③情報集約・調整

⑤確認後回答

⑥回答

調整機関

工 事 発 注 者

ストックヤード管理主体


